	科目名
	【PG C-03】
就労支援のプロセスと就労系サービスの役割
	方法
	講義
	時数
	９０分


１．本科目のねらいと獲得目標
	【獲得目標】
（１）基本的な一般就労における支援プロセスの流れを体系的に理解し、それぞれの期における支援内容や方法等について学ぶ。
（２）基本的な一般就労における各プロセスで、就労系サービスの各事業が果たすべき役割の重要性について学ぶ。
【ねらい】
就労系サービスが障害のある人に提供する「就労支援」は、必ずしも一般就労のみを目指すものではないが、支援を進めるにあたり、自身の事業所は、一般就労の支援プロセス上のどの位置に属し、またどの様な機能を提供されるべき性質であるのか、原理原則的な視点に立って、その果たすべき役割の理解促進をねらいとする。


２．本科目の概要と指導ポイント
	科目概要

	（１）基本的な就労支援の５つのプロセスと、それぞれの重要な視点を理解する。
（２）就労支援のプロセス全体から見た、就労系サービスの基本的な機能と役割を理解する。

	指導ポイント

	（１）就労支援の提供は場当たり的に行うものではなく、「エビデンス・ベースド・アプローチ」の視点に立った支援サービス提供が必須であることを各プロセスの重要となるポイントの伝達を通じ、理解促進を図る。
（２）就労系サービスの各事業が提供する就労支援を改めて確認するとともに、職業準備性向上の視点に立った就労系サービスの各事業の提供すべき機能や果たすべき役割の理解促進を図る。


３．本科目の展開例
	本時の展開

	導入①
	１０分
	一般的な就労支援の基本スキーム、就労支援機関の役割、就労支援における課題等について、就労支援プロセス全体から就労選択支援事業も含め俯瞰した説明を行う。

	展開①
	３０分
	一般的な就労支援の基本プロセスの説明
・プロセス①アセスメント（就労相談）→　プロセス②アセスメント（職業準備支援）　→
プロセス③職業紹介・マッチング　→　プロセス④職場適応支援　→　プロセス⑤職場定着支援　①②③については、特に就労選択支援事業に関連のあるプロセスとなることから、その具体的な手法について取り上げ、重要性について理解促進を図る。

	導入②
	１０分
	障害のある人の多様な働き方の全体像、その中の就労系障害福祉サービスの位置づけ等に関連して新たに就労選択支援事業も追記して全体を俯瞰した説明とする。

	展開②
	３０分
	就労系サービスの現状の整理
・就労移行支援事業、就労継続支援Ａ型事業、就労継続支援Ｂ型事業、就労定着支援事業に合わせ、就労選択支援事業についても関連事業として追記し、モデル的な活用の例示や、市町村行政機関との調整の難しさなど、これまでの就労系障害福祉サービスの運営とは異なる質的課題についても提示し共有を図る。

	まとめ
	１０分
	まとめ
・特別支援学校卒業後の進路におけるサービス利用の状況、事業種別後の移行率の状況、障害福祉計画における今後のビジョン、各事業の抱えている課題と求められる役割について、また就労選択支援事業との関連性等も含め、改めて触れまとめとする。
・また、地域における就労支援の現状（安易な就労支援やサービス利用の促し）を警鐘する。




科目名  【 PG C - 03 】   就労支援のプロセスと就労系サービスの役割  方法  講義  時 数  ９０ 分  

１．本科目のねらいと獲得目標  

【獲得目標】   （１）基本的な一般就労における支援プロセス の流れを体系的に 理解 し 、 それぞれの期における支援内容や方 法等に ついて 学ぶ 。   （２） 基本的な一般就労における各プロセスで、就労系サービスの各事業が果たすべき役割 の重要性について 学ぶ。   【ねらい】   就労系サービスが障害のある人に提供する「 就労支援 」は、必ずしも一般就労のみを目指すものではない が、支援を 進めるにあた り 、 自身の事業所は、 一般就労の支援プロセス上のどの位置に属し、またどの様な機 能を提供されるべき性質であるのか、 原理原則的な視点に立って、その果たすべき役割の理解促進をねらいと する。  

２．本科目の概要と指導ポイント  

科目概要  

（１） 基本的な就労支援の５つのプロセスと、 それぞれ の 重要な 視点を 理解 する。   （２） 就労支援のプロセス全体から見た、 就労系サービスの基本的な機能と役割 を 理解 する。  

指導ポイント  

（１）就労支援の提供は場当たり的に行うものではなく、 「エビデンス・ベースド・アプローチ」の視点に立った支 援サービス提供が必須であることを各プロセスの重要となるポイントの伝達を通じ、理解促進を図る。   （２）就労系サービスの各事業が提供する就労支援 を改めて確認するとともに、職業準備性向上の視点に立っ た就労系サービスの各事業の提供すべき機能や果たすべき役割の理解促進を図る。  

３ ．本科目の展開例  

本時の展開  

導入 ①  １０ 分  一般的な就労支援の基本スキーム、就労支援機関の役割、就労支援における課題等に ついて、就労支援プロセス 全体から 就労選択支援事業も含め 俯瞰した説明 を行う。  

展開 ①  ３ ０ 分  一般的な就労支援の基本プロセスの説明   ・プロセス①アセスメント（就労相談） →   プロセス②アセスメント（職業準備支援）   →   プロセス③職業紹介・マッチング   →   プロセス④職場適応支援   →   プロセス⑤職場定 着支援   ①②③については、特に就労選択支援事業に関連のあるプロセスとなることか ら、その具体的な手法について取り上げ、重要性について理解促進を図る。  

導入②  １０分  障害のある人の多様な働き方の全体像、その中の就労系障害福祉サービスの位置づ け等 に関連して新たに就労選択支援事業も追記して全体を 俯瞰した説明 とする。  

展開 ②  ３ ０ 分  就労系サービスの 現状の整理   ・就労移行支援事業 、 就労継続支援Ａ型事業 、 就労継続支援Ｂ型事業 、 就労定着支援 事業 に合わせ、 就労選択支援事業についても関連事業として追記 し、モデル的な活用 の例示や、市町村行政機関との調整の難しさなど、これまでの就労系障害福祉サービ スの運営とは異なる質的課題についても提示し共有を図る。  

まとめ  １０ 分  まとめ   ・ 特別支援学校卒業後の進路におけるサービス利用の状況、 事業種別後の移行率の 状況、 障害福祉計画 における今後のビジョン、 各事業 の抱えている課題と求められる 役 割について 、 また就労選択支援事業との関連性等も含め、 改めて触れ まとめとする。   ・ また、地域における就労支援の現状（安易な就労支援やサービス利用の促し）を警鐘 する。  

 

